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会長時間

　　会長　　川中 敬三

私共に関する記念日と称して色々と取り組んでいるものに、6月19日が食育

の日、10月1日が醤油の日、この10月1日は、他にも日本酒の日、コーヒー

の日でもあります。そこで本日の8月5日は、発酵の日です。

雨が多く湿潤な気候の日本には、多様な発酵微生物が存在し、日本人は

古来より、それを積極的に活用して多様な発酵食品をつくって来ました。チーズやワインが単独の微生物で発

酵させるのに対して、日本の発酵食品の多くが、麹を穀物の成分を分解する酵素源として使い、その次に乳

酸菌や酵母が働くように、複数の微生物が順番に活動するのが日本の発酵食品の特徴です。

そうすることで微細で多彩な味わいや香りが生まれ和食の味、礎を築いてきました。その主たる物として、醤

油、味噌、清酒、食酢、納豆、鰹節、ぬか漬け、梅干しなどたくさんあります。おいしさだけでなく様々な機能が

現在では注目され微生物の発酵作用で作った食品を醸造食品とも呼ばれています。

人間の身にとっては、消化・吸収を促す機能が期待されていますが、最近では、その微生物が腸内環境を改

善させる事があきらかに成り、便秘、肌荒れの軽減などや免疫力アップにも役立つと考えられているところで

す。

ところで、ロータリークラブでは8月は、会員増強・退会防止月間であります。本年度、会員増強については、

森川会員に先頭だって活動して頂いているところです。ロータリーにとっては、１に会員増強、２も会員増強、３

が職業奉仕、４が社会奉仕、５が国際、青少年奉仕の順番だと思います。ぜひとも本年は数多くの活力あるメ

ンバーを増員したいものです。

本日は、そう言った事から会員卓話者として、森川会員に会員増強そして8月6日原爆の日を明日に控え、平

和について卓話を下田会員にお願いしているところです。有意義な卓話をお願いして会長卓話と致します。 

今回の例会（８月１２日）

来 賓 卓 話

国際ロータリー第２７１０地区 グループ６

ガバナー補佐　小川 嘉彦 様

出席報告
（例会運営委員会）

8月5日(水)出席者

会員総数 51名 ご来賓 0名

出席会員 40名 ご来客 3名

欠席会員 11名 ゲスト 2名

次回の例会（８月２１日）

ナイター観戦家族会
※8/19の(水）変更

来客者紹介
（親睦家族委員会）

8月5日(水)出席者

広島ＲＣ 2名

広島東南ＲＣ 1名

【例会】　毎週水曜日(12:30～13:30)　／　リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町6-78）　／　082-502-1121

【会長】川中 敬三 【事務所】広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13F 【TEL】082-221-4894
【幹事】高野 憲一郎 【ホームページ】http://www.ryohoku-rc.jp/ 【FAX】082-221-4870
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幹事報告
（高野憲一郎）

■BOX配布物

・ カバナー月信８月号、ロータリーの友８月号を配布しており

ますので、お持ち帰りください。

・ 合同会員名簿を配布しておりますので、ご確認下さい。

■休会

・ ８月１３日(木) 広島北ＲＣ、広島西ＲＣ、広島安佐ＲＣ

・ ８月１４日(金) 広島南ＲＣ、広島城南ＲＣ

・ ８月１７日(月) 広島廿日市ＲＣ

・ ８月１８日(火) 広島西南ＲＣ、広島安芸ＲＣ

■例会変更

・ 広島安佐ＲＣ 「夏の家族夜間例会」

【と　き】　８月２２日(土) １８：００～　[※8/20(木)の変更]

【ところ】　マツダスタジアム

■お知らせ

・ 地区大会のご案内を配布しております。出欠は回覧にてお

願い致します。なお、理事・役員・委員長・入会３年未満の

方は出席義務となっておりますので、ご出席をお願い致し
ます。

・ 創立２５周年記念式典・祝賀会のご案内を配布しておりま

す。出欠は回覧にてお願い致します。

 【と　き】　９月１２日(土) １２時会員集合予定

 　　　　　　[※9/16(水)の変更]
【ところ】　リーガロイヤルホテル広島

・ 次回８月１２日のプログラムはRI第2710地区ｸﾞﾙｰﾌﾟ6小川

嘉彦ガバナー補佐様の卓話となっております。また、例会

終了後にクラブ協議会を開催致しますので、今年度事業計

画書をご持参の上ご出席下さいますようご案内致します。

・ 本日発行の週報を受付へ置いていますので、必要な方は

お持ち帰りください。

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：SMILE BOX

木本薫 会員

広島新庄高校夏の大会初出場おめでとうございます。下田さ

んおめでとうございます。皆様も下田さんの方へボキンのご協

力をお願いします。

下田敬三 会員

第97回全国高等野球選手権広島大会で新庄高校が初優勝

を果たし、甲子園球場で開幕する全国大会に出場する事が

出来ました。すでに組合せも決まり、8月7日に第2試合で茨城

県代表の霞ヶ浦高校と対戦する事が決定しています。初戦突

破、必ずや期待に応えてくれるものと思います。皆さん方の応

援よろしくお願い致します。

川中敬三 会員

先日、家族で来たアルプス燕岳に登山しました｡日本一の山

荘（燕山荘）に泊まり、北アルプスはもちろんのこと南アルプス

も一望し、山のすばらしさを満喫しました。

堀江正憲 会員

８月６日広島被爆７０年です。宮川啓五展が7月31日～8月30

日迄はつかいち美術ギャラリーで開催されます。１９６４年から

院展に入選し、今回の展示会が読売、中国、朝日新聞に大き

く取り上げられています。祇園の人で８５歳です。暇がありまし

たらご覧下さい。

当日計 16,000円 累計 103,000円

ロータリー財団表彰

堀江正憲会員がマルチプルポールハリスフェロー４回目、石田愃夫会員が

マルチプルポールハリスフェロー２回目、武田龍雄会員・高野憲一郎会員・

山本新太郎会員がポールハリスフェローの表彰を受けられました。

ご結婚のお祝い

吉田尊禮会員がご結婚されました。

クラブよりお祝いをさせて頂きました。

おめでとうございます。

お子様の誕生お祝い

三村直雅会員にお子様が誕生されました。

クラブよりお祝いをさせて頂きました。

おめでとうございます。
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　 会 員 卓 話

森川 和彦　会員

　 原 爆 の 日 を む か え て

下田 敬三　会員

皆さん　こんにちは、昨年の８月の会長時間で、私の兄（長男）が、海軍航空

隊に志願兵として入隊し、21歳の若さで、南洋の島で戦死したお話をさせて

頂きました。この度、例会運営委員長の小林さんから、「平和」について、卓話

をお願いしたいとの話がございまして、引き受けはしたものの、少し心配して

います。

昨日、8月6日は、広島に原子爆弾が投下され、一瞬のうちに、10数万人の尊

い命が奪われ、そして今、なお被爆で苦しんでおられる人がいます。あの日

から、68年を迎え、広島市は、「平和記念式典」、そして犠牲者のご冥福と平和を祈る一日でした。8月2日の

中国新聞に、私が伝える「被爆体験」としての記事がございました。読まれた方もおられると思います。今、被

爆者の高齢化が進むなか、本人に代わって体験を語りつぐ「被爆体験伝承者」を養成する広島市の事業が2

年目を迎えました。養成を受ける人は、本人・家族以外が7割だそうです。よくテレビ等で報道されています、

平和学習・修学旅行生に被爆体験を語っておられるいわゆる「語りべ」の方が、80歳以上の高齢者となってお

られます。

私が、これからお話をさせて頂きますのは、すべて、父親・祖母から聞かされた事です。

私は、山県郡北広島町壬生（ユネスコの世界文化遺産に登録されました、壬生の花田植）で、６人兄弟の末っ

子として、昭和16年３月に生まれました。第二次世界大戦の真っただ中であり、その年12月8日、日本海軍が

ハワイの真珠湾奇襲攻撃により太平洋戦争が始まった年であります。昭和20年8月6日、広島に原子爆弾が投

下され、続いて8月11日には長崎にも原子爆弾が投下され、そして8月15日、日本は、無条件降伏し戦争が終

わりました。この戦争で、母親は原爆で亡くなり、そして、先ほど話しました長男は、昭和19年2月に戦死致しま

した。原爆が投下された時は、自分は3歳5ヵ月で、末っ子であり母親にあまえていたそうです。お母さんが原

爆で亡くなったことが分からないので、お母さんがいつ帰るのか泣きながら待っていたそうです。そのお母さん

の顔は、微かにしか覚えていません。

なぜ、田舎に住んでいた母親が原爆の犠牲になったのか、前置きが長くなりましたが、これからが、本題の話

になります。
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　 会 員 卓 話

当時、長女が（16歳）学徒動員で呉の軍需工場で働いていました。その長女が、お母さんに会いたいために、

身体の調子が悪いので面会に来てほしいと手紙を出しました。母親は、その手紙を読み、娘の体のことが心

配になり、少しの食べ物を用意して娘を元気づけようと面会に行くことにしました。当時、田舎から町に出かけ

るのは、木炭バスも限られていて大変なことだったそうです。末っ子の自分を連れて行こうかどうしょうか迷った

そうですが、真夏の暑いときであり、道中も大変と思い、一人で呉に行くことにしたのです。その日が8月5日で

あります。

娘に面会し（娘は元気だったそうです。後から分かったことですが、長女は、母親に会いたいために仮病を

使っていたのです）その日のうちに広島まで戻り、舟入南町の親戚の所に泊まり、翌朝(8月6日）早く、自宅に

帰ろうと、親戚の家を7時過ぎに出て電車で紙屋町に向かいました。原爆が投下された8時15分、おそらく母

は、紙屋町の爆心地に居たことになります。

その時父は、八千代町上根に飛行場を作る現場で作業していたそうです。広島方面から大きな爆音と黒い煙

が立ち上がったのが見えたといいます。それが原子爆弾であることは、その時は誰も知る由はありません。そし

て、まさか妻が、その爆弾の犠牲になるとは、思いもしていなかったのです。何でも、広島に大きな爆弾が落ち

たようだと、地域の人は、言っていたそうです。しかし、その日にトラックで被爆した人達が帰ってくるのを見たと

きに、もしかして、妻が…と思ったそうです。日が暮れても帰る予定の母が帰って来なかったのです。父は、一

睡もせず翌朝自転車で広島に行きました。横川に着くと、広島は、一面焼け野原となり、被爆で亡くなられた

人、身体中が焼けただれた人、水が欲しいと川に飛び込む人…この世の地獄を目の前にして、呆然と立ちす

くんだそうです。それから数日、母を探し歩いたそうですが、母は、紙屋町あたりで（爆心地）被爆しているの

で、影も形もないのです。

呉にいる長女も、広島に大きな爆弾が落ち広島市内が全滅だと知り、もしかして、お母さんが…と心配して実

家に帰りました。長女が家に着いたのは、暗くなって、夕食の時間だったそうです。玄関でしばらく家の中の様

子を聞いていたそうですが、母親の声は聞こえません。静かな中、幼い私が何かを言っているのが聞こえたそ

うです。姉は、お母さんが、いてほしい一心で戸を開けて中に入りました。すると父が、「節子か」（母の名前

は、節子）と言い、玄関に飛んで出て来たのです。そこに立っていたのは、長女の君江でした。そこで、姉は、

母親が帰っていないことを知り、泣き崩れたそうです。姉は、自分が母親に逢いたいために仮病を使い、母親

が面会に来てくれたことで、原爆の犠牲になったことを思うと、自責の念に苛まれ、立ち直るのに相当の時間

がかかったと聞いています。その姉は、原爆病院に入退院を繰り返し、70歳で亡くなりました。

父は、明治生まれの頑固なところがありましたが、5人の子供を育て79歳で亡くなりました。今思いますのに、

母は、8月6日8時15分にあわすかのように、爆心地で亡くなる運命だったのでしょうか、もしあの時、私が、母に

手を引かれて一緒に呉に行っていたら、私の今は無かったのだと思うと、運命を感じます。

人類史上はじめて、広島に原子爆弾が投下され、多くの人が尊い命奪われ、そして今なお被爆で苦しんでお

られることを思うと、このことを後世に言い伝えなければなりません。世界平和のために。


